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へへ
のの
ごご
協協
力力
のの
おお
願願
いい  

謹 

啓 

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
素
は
、
川
柳
の
諸
事
業
に
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
ど
も
八
世
川
柳
120
年
実
行
委
員
会
お
よ
び
文
京
川
柳
会
で
は
、
八
世
川
柳
没
後
120
年
の
節
目
で
あ
る
本
年
、
下
記
の
ご

と
き
記
念
行
事
を
企
画
、
実
行
の
途
に
就
い
て
お
り
ま
す
。 

 

没
後
120
年
と
い
う
機
会
に
、
川
柳
を
社
会
へ
広
め
る
諸
事
業
を
行
い
、
川
柳
の
地
位
向
上
と
言
語
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
べ
く
、
地

域
ぐ
る
み
の
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
私
ど
も
の
熱
意
を
ご
承
引
い
た
だ
き
、
と
も
に
川
柳
を
広
め
る
た
め
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。
何
分
と
も
寛
大
な
る
ご
理
解
を
賜
り
ま
し
て
、
ご
支
援
方
ご
承
諾
い
た
だ
け
ま
す
れ
ば
、
一
同
、
こ
れ
に
過
ぎ
た
幸
せ
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

  

〈
主
要
事
業
〉 

●
八
世
川
柳
地
蔵
（
茗
荷
谷
・
林
泉
寺
）
移
転
事
業 

歴
代
川
柳
の
墓
所
の
う
ち
八
世
川
柳
こ
と
児
玉
環(

１
８
２
０
‐
１
８
９
２)

は
、
茗
荷

谷
の
林
泉
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
が
、
早
く
か
ら
児
玉
家
が
絶
え
、
し
ば
し
無
縁
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。
昭
和
3
年
、
初
代
川
柳
墓
所
の
都
旧
蹟
に
指
定
さ
れ
た
際
に
、

合
せ
て
高
木
角
恋
坊
は
じ
め
有
志
に
よ
っ
て
墓
所
が
不
明
で
あ
っ
た
四
世
川
柳
と

と
も
に
地
蔵
尊
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
忘
れ
ら
れ
、
昭
和
59
年
に
十
五
世
・
脇
屋
川

柳
氏
に
よ
っ
て
林
泉
寺
の
調
査
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、住
職
も
知
ら
な
い
と
い
う
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
た
び
、
再
調
査
の
結
果
、
無
縁
の
地
蔵
尊
群
の
中
に
「
八
世
川
柳
墓
」
と
刻
ま
れ
た
お
地
蔵
様
を
確
認
、
川
柳
の
史
跡
と
し
て
整

備
す
べ
く
、
境
内
の
よ
い
場
所
へ
移
転
し
解
説
板
を
立
て
る
事
業
と
な
り
ま
し
た
。 

 ●
八
世
川
柳
120
年
記
念
句
会 

9
月
30
日
、
ア
カ
デ
ミ
ー
茗
台
に
お
い
て
「
八
世
川
柳
120
年
追
福
講
演
句
会
」
の
開
催
い
た
し
ま
す
（
表
面
）。
 

 
① 

基
金
へ
の
ご
協
力 

本
事
業
の
準
備
、
開
催
、
運
営
に
は
総
額
50
万
円
（
概
算
）
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
費
は
本
来
実
行
委
員
会
お
よ
び
参
加
者
負
担
に
お
い
て

賄
う
の
が
本
旨
で
す
が
、
支
出
ば
か
り
が
多
い
文
化
事
業
で
は
、
参
加
料
だ
け
で
は
賄
い
き
れ
な
い
部
分
が
ご
ざ
い
ま
す
。
会
費
・
雑
収
入
な
ど
で
見
込

ま
れ
る
収
入
は
10
万
円
程
度
で
あ
り
、
残
り
40
万
円
は
諸
団
体
・
諸
企
業
・
個
人
か
ら
の
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
文
化
事
業
の
主
旨
、
重
要
性
を
ご
賢
察
の
上
、
誠
に
恐
縮
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
分
の
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。 

募
集
対
象
：
法
人
、
吟
社
、
個
人 
 
 
 

協
賛
金
額:

１
口 

２
０
０
０
円 

 
 
 
   
 
 
 
 

銀
行
口
座  

み
ず
ほ
銀
行
王
子
支
店
（
店
番
号:

557
） 

口
座
名:

川
柳
250
年
実
行
委
員
会 

 

口
座
番
号
：
１
２
６
８
２
６
６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
は
、
直
接
事
務
局
、
文
京
川
柳
会
ま
で
。 

＊
３
口
以
上
ご
協
力
の
方
に
は
、『
八
世
川
柳
120
年
』
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

② 

実
行
委
員
と
し
て
の
協
力 

ど
な
た
で
も
、
ご
賛
同
と
ご
協
力
が
い
た
だ
け
れ
ば
、
実
行
委
員
と
し
て
ご
参
画
く
だ
さ
い
。 

③ 

誌
面
で
の
ご
協
力 

各
種
の
メ
デ
ィ
ア
番
組
や
機
関
誌
の
記
事
と
し
て
お
取
り
上
げ
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
川
柳
家
に
と
っ
て
自
ら
の
文
化
背
景
を
多
く
の
方
々
に
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
こ
の
事
業
の
ひ
と
つ
の
目
的
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

〈
問
合
せ
〉 

八
世
川
柳
120
年
実
行
委
員
会 

 

実
行
委
員
会
会
長  

脇
屋 

川
柳 

 

実
行
委
員
長  

堤 

牛
歩 

 

事
務
局 

尾
藤 

一
泉 

〒
114
‐
0005
東
京
都
北
区
栄
町
38
‐
2 

 

電
話
・
Fax:

０
３
‐
３
９
１
３
‐
０
０
７
５ 

 
e-mail:issen@doctor-senryu.com 八世川柳地蔵（中央四角い背） 


